新収 二葉亭四迷書簡 by 柴田 光彦
本
館
に
は
、
既
に
二
葉
亭
四
迷
の
書
箇
は
、
比
較
的
大
祉
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
此
の
度
、
後
藤
有
常
の
追
族
、
後
藤
宮
吉
氏
の
特
別
の
御
好
意
に
片
山
せ
つ
氏
を
通
じ
て
預
か
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
°
正
確
に
い
え
ば
、
よ
り
後
藤
有
常
宛
の
書
簡
ニ
―
一
通
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
学
に
お
け
る
二
葉
亭
の
研
究
家
で
あ
る
消
水
茂
氏
（
・文
学
部
踏
師
）
が
、
二
葉
亭
の
長
女
一
通
は
封
の
み
で
あ
る
か
ら
―
二
通
で
、
う
ち
―
一
通
は
、
岩
波
書
店
版
の
『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
未
収
の
一
通
は
、
清
水
氏
の
編
品
に
か
か
る
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
』
第
一
巻
「
二
葉
亭
四
迷
一
二
年
角
川
柑
店
）
に
、
同
氏
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
同
翌
一
八
九
頁）
0
こ
れ
ら
の
害
簡
を
子
細
に
み
る
と
、
消
水
氏
が
右
書
中
で
い
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
集
の
採
録
の
仕
方
は
か
な
ら
ず
し
も
完
璧
な
か
た
ち
で
は
な
い
。
と
い
っ
て
、
新
版
の
全
集
の
刊
行
が
、
昭
和
四
0
年
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
当
分
は
こ
の
訂
正
の
折
も
な
い
わ
け
で
あ
る
°
清
水
氏
の
す
す
め
も
あ
り
、
本
館
新
収
を
機
会
と
し
て
、
左
に
校
訂
を
加
え
て
あ
ら
た
に
翻
刻
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
完
全
で
な
い
と
い
う
理
由
の
大
部
分
は
、
魯
魚
の
誤
り
と
、
い
さ
さ
か
私
意
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
省
略
と
で
あ
る
°
資
料
の
本
質
に
は
大
差
な
き
も
の
の
、
資
料
は
出
来
る
だ
け
正
確
な
形
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
殊
に
客
観
性
と
訴
え
る
力
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
特
に
感
ず
る
o
り
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
°
批
判
も
お
こ
が
ま
し
き
こ
と
な
が
ら
、
思
う
に
複
数
の
人
の
忽
卒
の
間
の
作
業
と
、
網
集
過
程
の
不
統
一
の
結
果
と
思
わ
二
葉
亭
四
迷
害
節
全
集
で
は
、
し
ば
し
ば
（
マ
、
）
な
る
表
現
を
用
い
、
新
収
一
見
、
資
料
に
厳
正
な
る
が
ご
と
き
で
あ
る
が
、
い
ま
原
本
と
対
比
す
る
時
、
こ
れ
は
書
写
の
誤
葉
亭
四
迷
書
簡
柴
田
ム
’]ヅ
彦
（
昭
和
四
-89-
七
-'/ 
一
五
/' 
三
七
年
三
七
年
―
一
月
二
八
日
一
月
一日
ク
―
四
四
五
三
一
年
―
二
月
一
―
―
―
日
ク
1
0
0
 
四
一
年
四
三
一
年
一
月
五
日
ク
七
七
四
一
年
六
月
一日
ク
二
六
年
二
月
一
九
日
ク
「
近
代
文
学
鑑
宜
購
（
未
載
）
座
」
第
一
巻
所収
1
0
 
四
0
年
九
月
一
六
日
， 
二
六
八
一
七
年
一
月
七
日
/, 
九
一
月
一
日
封
付
一
五
九
明
治
―
―
―
一
年
七
月
一
0
月
封
付
長
谷
川
辰
之
助
書
簡
（
全
集
柑
筒
番
号
）
れ
る
点
も
あ
る
°
そ
れ
な
ら
ば
却
っ
て
句
読
点
を
付
し
て
、
読
み
易
く
す
る
の
が
便
宜
的
で
は
な
か
ろ
う
か
°
こ
こ
で
は
、
翻
刻
に
当
っ
て
、
日
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
、
片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
「
之
」
は
漢
字
の
扱
い
と
し
た
（
今
日
一
般
に
は
、
こ
れ
ら
を
多
く
は
平
仮
名
で
取
扱
う
よ
う
で
あ
る
）
o
⇔
害
簡
中
、
書
き
損
じ
と
思
わ
れ
る
抹
消
は
、
日
付
の
訂
正
（
ヒ
）
以
外
は
、
こ
れ
を
採
録
し
な
か
っ
た
。
曰
難
読
の
も
の
は
口
を
も
っ
て
示
し
た
。
四
全
集
と
の
校
異
は
、
傍
注
を
も
っ
て
示
し
た
（
但
し
、
前
述
の
ご
と
く
翻
字
法
の
違
い
故
の
表
示
も
あ
る
）
。
回
書
簡
中
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
傍
注
に
〔
マ
マ
〕
と
し
た
。
ま
た
全
集
の
傍
注
の
（
マ
、
）
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
因
読
み
易
い
よ
う
に
適
宜
一
字
あ
け
の
形
式
を
と
っ
た
。
囮
印
刷
の
都
合
に
よ
り
出
来
る
だ
け
当
用
漢
字
の
活
字
を
用
い
た
。
全
集
の
校
異
を
示
し
乍
ら
、
な
お
私
の
未
熟
故
の
誤
り
も
な
お
あ
る
こ
と
と
思
う
。
文
末
に
当
っ
て
よ
ろ
し
く
斧
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。
後
藤
有
常
宛
一
三
通
三
八
年
三
五
年
七
月
ニ
―
日
八
月
ニ
―
日
封
ノ
ミ
ペ
ン
ー
ニ八―――
絵
葉
芯
．
ヘ
ソ
困
＝
ニ
ニ
八
〔
―
―
―
七
年
〕
日
付
な
し
f
ナ
ッ
圭
一
五
七
- 90-
二
葉
亭
四
迷
害
簡
以
手
紙
申
上
候
御
消
息
被
遊
候
哉
御
案
申
上
候
間
乍
憚
御
安
心
可
被
下
候
（
俗
）
（
以
）
〔
ナ
ッ
〕
（
之
）
籾
離
別
已
後
時
P
御
機
嫌
伺
可
申
上
処
（
リ
）
（
訳
）
（
宿
）
仕
な
ん
と
も
申
釈
無
之
候
乍
併
貴
叔
に
も
大
な
る
御
変
も
無
〔
ナ
ッ
〕
（
増
々
）
〔
ナ
シ
〕
時
候
柄
日
増
御
熱
く
相
成
候
処
益
御
機
嫌
克
＊
消
印
「
尾
張
名
古
屋
／
七
・
ニ
――
•
は
」
「
東
京／
一
三
・
七
•
一
0
·
り
」
十
七
月
九
日
発
ヒ
随
て
此
表
一
同
無
事
罷
在
候
乍
存
御
無
沙
汰
長
谷
川
辰
之
助
東
京
府
下
四
谷
伝
馬
町
-
T
目
四
十
四
番
地
後
藤
有
常
様
平
信
（
封
）
愛
知
県
下
名
古
屋
葛
町
百
二
十
二
番
地
明
治
l
三
年
七
月
I
O
日
（
全
集
屯
簡
番
号
）
候候 二
白
之
明
治
一
七
年
一
月
七
日
（
時
）
（
へ
）
貴
台
—
ー
も
近
頃
内
室
を
御
迎
被
遊
候
由
御
芽
出
度
奉
（
掛
り
）
（
共
）
（
宜
敷
）
存
候
未
御
目
に
懸
不
申
候
へ
と
も
よ
ろ
し
く
御
伝
可
被
下
（
併
に
．）
（
一
字
不
明
）
井
―
―
昇
之
助
御
祖
母
上
様
へ
も
よ
ろ
し
く
御
鶴
声
可
被
下
（具）
拝
白
叔
父
貴
台
右
奉
願
候
辰
之
助
拝
頓
首
新
聞
雑
主
上
に
は
貴
県
地
（
の
こ
と
）
〔
ナ
シ
〕
定
め
て
盛
大
之
事
と
存
候
か
（
こ
と
）
（
な
し
）
叉
私
事
も
無
異
に
有
之
候
事
御
互
様
に
従
斯
芽
出
度
無
之
（
の
）
と
存
候
将
又
御
帰
県
後
者
当
府
下
に
於
而
多
少
之
異
変
有
之
（雖
）
（
に
）
〔
ナ
シ
〕
（
こ
と
A
)
候
と
い
へ
と
も
新
聞
紙
等
＿
＿
て
最
早
御
承
知
と
の
事
と
存
候
（
者
）
（
に
）
（
く
）
只
府
下
一
般
之
景
況
は
日
に
萎
靡
＿
＿
赴
様
子
＿
＿
候
か
（
の
）
（
者
は
）
（
買
）
（
し
）
誌
之
繁
昌
は
正
に
商
売
と
相
反
候
（
に
）
方
へ
御
巡
行
被
遊
候
と
存
候
か
（
多
）
他
日
御
報
道
被
下
度
先
日
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申
候
ハ
叔
父
上
様
奉
願
候
（
に
）
偏
奉
希
上
候
十
七
年
一
月
七
日
投
口
別
封
間
―
ー
合
不
＊
消
印
「
名
古
屋
／
一
七
・
一
・
ロ」
「
東
京
／
一
七
•
一
・
ロ
・
ホ
」
＊
全
集
に
は
「
一
月
二
十
日
」
と
あ
り
新
穂
之
慶
賀
芽
出
度
申
納
候
陳
者
（
の
）
（
恙
）
（
年
）
（
下
）
〔
ナ
シ
〕
御
閣
家
御
一
同
様
無
異
御
加
齢
被
遊
候
義
と
奉
存
候
私
事
以
（
恙
）
（
野
生
）
（
こ
と
）
〔
ナ
シ
〕
御
蔭
無
異
加
年
致
候
間
御
放
念
是
祈
候
口
野
父
事
今
般
福
（
へ
）
〔
ナ
ッ
〕
（
郷
）
（
て
）
（
O
）
島
県
に
転
任
い
た
し
候
一
＿
付
一
旦
帰
京
可
致
就
而
ハ
途
次
御
（ヘ
ー
出
（
立
）
）
（
り
）
（
思
）
（
ば
）
〔
ナ
ツ
〕
（
面
会
）
地
に
立
寄
と
申
越
候
ヘ
ハ
い
つ
れ
不
日
御
会
面
も
可
致
宜
敷
（
い
て
は
）
〔
ナ
シ
〕
（
た
く
）
就
而
ハ
別
封
乍
御
手
数
様
母
へ
御
手
渡
し
被
下
度
（
づ
は
）
〔
以
下
ナ
シ
〕
先
ハ
新
年
御
祝
詞
労
右
奉
願
候
卿
と
敬
白
尚
乍
末
皆
と
様
に
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
奉
願
候
乍
御
手
数
様
御
差
戻
奉
願
候
後
藤
有
常
様
平
信
辰
之
助
長
谷
川
辰
之
助
（
封
）
尾
州
名
古
屋
菅
原
町
―
丁
目
六
十
一
番
地
東
京
外
国
語
学
校
寄
宿
舎
二
月
十
九
日
＊
消
印
「
尾
張
名
古
屋
／
廿
六
年
二
月
二
十
日
二
使
」
「
武
州
東
京
飯
田
橋
／
廿
六
年
二
月
十
九
日
チ
ロ
」
第
に
ハ
候
へ
と
も
御
名
残
を
し
う
候
（
の
）
貴
家
御
一
同
様
之
御
愁
傷
も
さ
そ
か
し
と
御
察
申
上
候
ヘ
ハ
（
候
）
上
へ
き
言
葉
も
無
之
唯
不
取
敢
御
弔
詞
ま
て
お
ば
A
様
御
事
今
承
知
仕
候
昨
日
御
永
眠
被
遊
候
趣
（か）
生
者
必
滅
が
世
の
な
ら
ひ
と
て
拝
啓
如
此
御
座
候
（
の
）
父
ふ
之
書
状
に
て
只
是
非
も
な
き
次
長
谷
川
辰
之
助
東
京
神
田
仲
猿
楽
町
十
七
番
地
後
藤
有
常
様
（
封
）
愛
知
県
名
古
屋
市
西
菅
原
町
―
―
―丁
目
申
明
治
二
六
年
二
月
一
九
日
「
近
代
文
学
鑑
宜
諧
座
」
第
一
巻
所
収
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昨
年
中
ハ
〔
ナ
ッ
〕
御
大
喪
期
中
故
態
と
年
始
の
御
祝
義
を
不
申
上
候
〔
ナ
シ
〕
（
こ
と
A
)
統
様
無
恙
御
超
歳
被
遊
候
事
卜
奉
存
候
弊
屋
一
同
も
同
断
に
候
（
被
下
度
）
御
安
心
可
被
下
候
二
葉
亭
四
迷
芯
節
非
常
之
御
無
沙
汰
に
て
何
と
も
申
訳
無
之
候
今
年
＊
消
印
「
尾
張
名
古
屋
／
舟
二
年
一
月
一
日
□
便
」
二
月
三
十
一
日
口
便
」
十
二
月
三
十
一
日
さ
て
御
長
谷
川
辰
之
助
＊
消
印
「
尾
張
名
古
屋
／
JIt-
年
一
月
六
日
」
「
武
裁
東
京
駒
込
／
JIt-
年
一
月
五
日
□
便
」
東
京
本
郷
駒
込
東
片
町
封
百
廿
二
番
地
長
谷
川
辰
之
助
後
藤
有
常
様
東
京
本
郷
駒
込
東
片
町
百
廿
二
番
地
（
封
）
愛
知
県
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
甲
一
―
―
十
五
番
戸
後
藤
有
常
様
五
明
治
三
l
年
l
二
月
三
一
日
（
封
）
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
四
明
治
一
l
二
年
一
月
五
日
七
七
後
藤
伯
父
様
後
藤
叔
父
上
様
（仲）
二
白
皆
と
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
声
奉
願
候
辰
之
助
敬
具
（ぐ）
も
不
相
変
筆
無
精
に
て
打
過
る
や
も
図
ら
れ
す
）
 
ら
れ
た
＜
候
ま
つ
ハ
平
素
御
疎
濶
御
詑
申
上
度
如
此
御
座
候
1
0
0
 
辰
之
助
（早）勿
p
敬
具 （
さ
不
悪
思
召
被
下
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（
共
）
亡
父
之
戒
名
も
改
む
へ
き
筈
に
候
へ
と
何
分
和
尚
不
在
に
て
〔
マ
マ
〕
未
た
に
其
儘
に
相
成
を
り
候
写
真
も
い
ま
だ
復
写
出
来
不
申
(
O
O
)
 
い
つ
れ
春
の
事
に
可
相
成
候
半
が
こ
れ
の
ミ
は
不
幸
中
之
幸
卜
存
候
出
来
上
り
た
ら
ハ
写
真
に
戒
可
被
下
候
に
て
P" 
＊
消
印
「
尾
張
名
古
屋
／
舟
七
年
一
月
五
日
口
使
」
「
·
3
7
·
1
•
3
＼ヽ
蔀
4
・
4
0
」
長
谷
川
辰
之
助
東
京
本
郷
駒
込
西
片
町
十
番
地
ろ
ノ
十
四
後
藤
有
常
様
日
ミ
下
女
よ
り
も
先
に
た
ち
て
働
き
を
り
候
間
御
安
心
追
懐
は
な
し
に
夜
を
ふ
か
し
申
候
（
元
）
し
か
し
母
も
看
病
づ
か
れ
も
出
で
す
お
も
ひ
た
る
よ
り
も
気
丈
（
封
）
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
甲
三
十
五
非
常
に
取
込
居
候
ゆ
ゑ
〔
ナ
ツ
〕
之
候
其
後
善
後
之
始
末
も
覇
く
此
程
に
な
り
て
（
に
候
）
安
心
仕
候
や
う
の
も
の
4
か
う
な
り
て
み
る
と
（
る
）
一
入
身
に
し
み
候
や
う
に
て
毎
夜
親
子
打
寄
り
て
な
ぎ
人
の 租
六
明
治
三
七
年
l
月
三
日
―
四
四
略
相
済
木
枯
の
風
も
此
度
ハ
失
礼
い
た
し
候
存
な
か
ら
御
無
沙
汰
に
相
成
申
訳
無
母
よ
り
―
札
呈
上
致
す
へ
き
な
れ
と
も
候 難
有
奉
存
候
お
蔭
を
以
葬
儀
万
端
滞
な
く
相
済
（
ふ
）
〔
ナ
シ
〕
仕
候
ま
た
御
帰
県
後
ハ
早
速
御
懇
書
を
辱
う
し
難
有
拝
見
仕
（
を
）
（
知
）
（
歳
）
早
速
御
返
事
可
差
上
の
と
こ
ろ
御
存
之
通
之
始
末
に
て
何
角
取
込
居
候
故
叔
母
上
様
は
し
め
皆
と
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
御
致
声
奉
願
候
大
に
仕
合
辰
之
助
さ
て
先
頃
ハ
遠
路
の
と
こ
ろ
態
ミ
御
会
葬
被
下
（の）
御
厚
情
之
程
候
上
候
（
斯
）
如
此
御
座
候
（始）
忌
中
に
付
歳
末
年
頭
之
御
祝
詞
ハ
ほ
ん
の
御
無
沙
汰
御
詑
ま
て
〔
以
下
ナ
シ
〕
草
P
不
一
（
相
）
（
此
）
〔
ナ
ッ
〕
お
互
様
1
―
今
年
ハ
略
可
仕
名
を
涼
へ
て
後
藤
叔
父
上
様
（候）
御
郵
送
可
申
上
其
せ
つ
ま
た
／
＼
御
左
右
可
申
（
二
）
此
度
ハ
御
祝
儀
て
ハ
な
く
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乍
末
筆
に
致
候
尚
と
時
勢
日
—
—
非
に
し
て
万
事
お
も
ふ
や
う
に
参
ら
す
已
む
を
得
す
又
P
当
分
文
筆
を
弄
し
て
時
機
を
待
つ
こ
と
叔
父
上
様
一
月
三
日
謹
賀
新
年
皆
P
様
へ
宜
敷
御
鶴
声
奉
願
候
二
葉
亭
四
迷
苦
節
長
谷
川
辰
之
助
東
京
府
下
北
盟
嶋
郡
メ
滝
野
川
村
大
字
田
端
四
七
五
後
藤
有
常
様
（
封
）
愛
知
県
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
三
十
五
七
明
治
三
七
年
l
l
月
二
八
日
〔
ナ
シ
〕
頓
首
一
五
辰
之
助
後
藤
伯
父
上
様
間
八~
〔
明
治
三
七
年
〕
月
日
不
明
罷
在
候
け
ハ
離
れ
申
候
し
く
勉
強
す
る
時
は
一
五
七
辰
之
助
草
ミ
頓
首
十
一
月
廿
八
日
＊
消
印
「
武
蔵
巣
郎
／
舟
七
年
十
一
月
二
十
八
日
ホ
便
」
「
尾
張
名
古
屋
／
舟
七
年
十
一
月
二
十
九
日
ハ
便
」
過
分
の
金
員
を
御
郵
送
被
下
何
分
今
以
て
少
忽
ち
眩
箪
を
来
し
是
に
は
ト
ン
ト
閉
口
（で）
し
か
し
最
早
服
薬
の
必
要
も
な
き
ま
4
医
師
の
手
た
決
し
て
御
心
配
可
被
下
程
の
病
気
に
は
無
之
候
（成）
御
放
念
可
被
下
候
ま
つ
は
御
礼
迄
如
此
御
座
候
謝
候
（く）
小
生
の
病
気
は
其
後
潮
ミ
快
方
に
向
ひ
候
得
共
て
不
相
変
御
厚
情
之
段
奉
深
御
無
沙
汰
仕
候
処
（の）
て
過
日
は
小
児
出
生
之
よ
ろ
こ
ひ
拝
啓
（之）
皆
と
様
御
変
り
も
無
御
座
候
や
鱈）に
小
生
の
病
気
見
舞
と
し さ
- 95-
一
は 御
都
合
次
第
御
出
懸
被
下
度
（
相
）
態
ミ
遠
方
を
御
越
被
成
候
事
尚
ほ
来
る
三
日
薬
王
寺
前
え
通
り
粗
末
な
る
晩
径
を
差
上
度
候
に
付
御
待
申
居
候
但
し
雨
天
の
節
御
迷
惑
と
存
候
故
可
致
候（
三
四
）
〔
ナ
ッ
〕
〔
ナ
シ
〕
若
し
三
日
は
天
気
て
も
御
差
支
あ
り
て
御
出
懸
相
叶
は
さ
る
事
〔
ナ
ツ
〕
只
今
よ
り
相
分
り
居
り
候
得
ば
御
手
数
な
が
ら
御
一
報
を
煩
し
度
何
と
も
御
沙
汰
な
け
れ
ば
御
差
支
な
き
も
の
と
看
倣
し
（
ま
で
）
其
稼
り
で
御
待
可
申
候
右
迄
草
P
順
延
卜
御
仕
事
の
経
王
寺
（
全
集
図
省
略
）
原
町
ノ
だ
ら
（
坂
交
番
呂
芽
El
ヤ
キ
モ
チ
坂
一
月
元
旦
謹
賀
新
年
＊
全
集
「
事
」
な
く
傍
注
（
マ
、
）
と
あ
り
。
＊
消
印
3
8
・
1
・
3
・
0
・
3
0
」
「
B
張
名
古
屋
／
舟
八
年
一
月
四
日
□
便
」
長
谷
川
辰
之
助
東
京
府
下
北
豊
嶋
郡
滝
野
川
村
大
字
田
端
四
七
五
後
藤
有
常
様
（
封
）
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
九
明
治
三
八
年
一
月
l
日
判
然
い
た
し
候
（致）
御
申
越
之
海
苔
の
儀
は
確
か
に
承
知
仕
候
寺
は
原
町
何
丁
目
（
破
祖
）
（
ナ
ツ
）
（
破
祖
）
（
ナ
ツ
）
か
□
口
に
候
へ
ど
も
経
王
寺
D
左
之
圏
の
黒
点
の
処
―
―
候
叔
父
上
様
一
五
九
辰
之
助
尚
取
調
候
と
こ
ろ
寺
は
原
町
壱
丁
目
十
四
番
地
と
い
ふ
こ
と
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二
葉
亭
四
迷
害
節
心
持
ハ
ニ
十
代
と
大
し
た
相
違
無
之
小
生
も
本
年
は
四
十
二
に
相
成
申
候 覚
来
な
く
候
四
十
二
に
な
っ
て
も
矢
張
ノ
ソ
気
な
事
の
み
戦
後
の
跡
始
末
の
時
に
は（う）
う
う
ま
く
参
る
べ
き
や
ふ
に
や 是
非
共
参
り
度
存
居
候
得
共
さ
拝
啓
＊
消
印
「
本
郷
／4
0
• 
9• 
1
6
・
0
」
「
名
古
屋
／
4
0
·
9
·
1
7
•
口
」
座
候
軍
人
て
な
き
故
戦
争
に
ハ
一
向
出
た
く
な
け
れ
ど
山
ゆ
ゑ
御
同
鹿
―
―
候
配
被
下
間
敷
候
（
の
）
戦
争
は
い
つ
も
大
勝
利
に
て
病
気
か
よ
く
な
（
て
）
（
へ
）
る
に
つ
れ
何
だ
か
尻
が
こ
そ
ば
ゆ
く
相
成
候
得
共
家
族
沢
無
暗
に
飛
出
す
こ
と
も
出
来
ず
只
今
勘
考
中
―
―
御
病
気
は
最
早
全
快
い
た
し
従
前
之
健
康
に
復
し
候
間
御
心
之
次
第
故
後
藤
伯
父
上
様
承
ま
九
月
十
六
日
固
長
谷
川
辰
之
助
東
京
本
郷
西
片
町
十
番
地
後
藤
有
常
様
追
伸
平
生
は
不
相
変
御
無
沙
汰
に
の
み
打
過
〔
ナ
ッ
〕
失
礼
之
段
ハ
平
に
御
海
容
奉
願
候
又
昨
年
小
児
出
生
之
際
に
は
御
祝
を
被
下
難
有
奉
存
候
早
速
御
礼
可
申
上
筈
の
処
当
時
ハ
脳
の
加
減
よ
ろ
し
か
ら
ず
医
師
に
堅
く
執
筆
を
禁
せ
（
め
）
（
致
）
（
は
）
ら
れ
を
り
候
為
存
じ
な
か
ら
御
無
沙
汰
い
た
し
候
得
共
右
（
ナ
シ
）
（
可
）
不
悪
御
汲
分
可
被
下
候
（
封
）
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
め
―
―
―
十
五
番
地
1
0
明
治
四
0
年
九
月
一
六
日
二
六
八
申
出
候
敬
具
申
訳
無
之
長
谷
川
辰
之
助
ゑ乍
末
筆
考
居
候
故
遂
に
新
聞
記
者
に
な
っ
た
る
次
第
（を）
お
袋
が
こ
ぽ
し
て
も
仕
方
な
く
候
（
然
可
）
K
伝
）
皆
と
様
へ
可
然
御
致
声
奉
願
候
う
ま
れ
付
ゆ
愚
妻
よ
り
も
宜
敷
（
春
）
（
や
）
御
す
4
様
御
死
去
被
遊
候
由
兼
て
御
病
気
之
事
ハ
承
知
（
に
）
〔
ナ
シ
〕
致
居
候
ひ
し
も
先
達
而
植
野
氏
之
御
子
息
御
上
京
之
折
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＊
消
印
「
：
・
・
:
・
:
4
1
・
6
・
3
・
m
Bー
9
」
「
名
古
屋
／
4
1
・
6
・
4
 
/
i
i
t
l
lー
1
2」
六
月
三
日
東
京
本
郷
西
片
町
十
メ
長
谷
川
辰
之
助
後
藤
伯
父
上
様
＊
（
筆
な
が
ら
）
（
上
）
乍
末
皆
P
様
へ
宜
敷
御
伝
声
奉
願
候
＊
全
集
「
節
な
が
ら
」
の
傍
に
（
マ
、
）
と
あ
り
。
辰
之
助
後
藤
有
常
様
（
封
）
名
古
屋
市
西
菅
原
町
―
―
―
丁
め
三
十
五
明
治
四
l
年
六
月
三
日
慮
を
仰
き
度
就
て
ハ
出
発
の
途
次
一
寸
貴
地
へ
も
立
寄
(
々
)
（
ま
）
暇
乞
芳
御
依
頼
致
し
て
参
り
度
存
候
出
発
の
日
取
未
た
確
（実）定
不
致
候
へ
と
も
確
定
次
第
電
報
に
て
可
申
上
候
ま
つ
は
（度）
不
取
敢
右
御
報
申
上
候
如
此
御
座
候
草
ミ
頓
首
御
ニ八
伯
父
上
様
事
愚
妻
の
実
家
と
（
ナ
ツ
）
置
候
へ
と
も
血
縁
と
申
て
は
貴
方
た
け
に
候
ま
4
鈴
木
信
勝
氏
と
坪
内
雄
蔵
氏
と
に
依
頼
致
（ハ）
万
事
御
配
え
て
も
何
時
如
何
な
る
事
あ
る
や
も
知
れ
す
留
守
の
事
ハ
萬
辰
之
助
れ
と
不
取
敢
御
悔
ま
て
如
此
御
座
候
草
ミ
頓
首
（
こ
）
〔
ナ
ッ
〕
り
候
と
こ
ろ
に
て
ハ
追
P
御
快
方
に
向
は
せ
ら
れ
候
と
の
御
事
（
こ
）
（
に）
か
や
う
の
事
―
―
相
成
る
べ
し
と
は
思
ひ
も
掛
け
ず
條
P
御
見
（
上
申
）
舞
状
も
差
出
さ
す
打
過
き
し
事
今
更
後
悔
に
堪
へ
す
候
御
心
（し）
中
之
御
愁
容
深
く
御
察
申
上
候
餘
り
形
式
に
流
れ
候
や
う
な
さ
て
小
生
事
平
生
ハ
非
常
に
御
無
沙
汰
に
打
過
申
訳
無
之
候
（
此
）
（
ナ
ツ
）
今
度
朝
日
新
聞
社
よ
り
特
派
員
と
し
て
露
都
在
勤
を
命
せ
ら
れ
来
る
七
八
日
お
そ
く
も
十
日
迄
に
は
当
地
出
発
大
阪
へ
立
寄
敦
賀
よ
り
浦
港
へ
渡
航
可
致
心
算
1
―
候
母
は
近
（
此
）
（
ナ
シ
）
来
非
常
に
丈
夫
に
相
成
候
ゆ
ゑ
今
後
四
五
年
間
ハ
ま
つ
健
在
（翌）
何
分
老
肱
の
事
ゆ
ゑ
丈
夫
に
見
す
へ
き
か
と
も
存
候
へ
と
も
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二
梨
亭
四
迷
芯
節
せ
奉
願
候
（
ナ
ツ
）
七
月
廿
一
日
所
書
を
そ
の
中
可
差
上
候
間
か
う
い
う
体
裁
の
町
に
て
辰
之
助
何
を
見
て
も
立
派
に
候
（
辺
）
そ
の
上
に
て
御
安
否
時
ミ
御
知
ら
い
つ
れ
宿
は
此
絵
葉
害
の
通
り
と
は
大
分
懸
離
れ
居
候
へ
ど
ま
づ
は
矢
張
掛
り
て
＊
消
印
「
：
•
•…
…
80
7
.
 |
6」
「
T
S
U
R
U
G
A
/9
,
8
.
 08/
J
A
P
A
N」
「
曲
叶
即
/
4
1
.
8
.
 9
1
…」
漸
＜
格
安
の
処
を
見
付
け
一
先
づ
落
着
申
候
下
宿
去
十
五
日
当
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
安
着
下
宿
さ
が
し
に
三
四
日
滓
涼
埼
芸
落
（
辺
忠
）
（
絵
葉
杏
、
ペ
ン
杏
）
B
b
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叶
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F
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J
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l
T
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消
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P
A
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02」
「
尾
張
名
古
屋
／
舟
五
年
八
月
二
十
一
日
／
口
便
」
後
藤
有
常
様
大
日
本
愛
知
県
名
古
屋
市
西
菅
原
町
三
丁
目
甲
一
―
―
十
五
番
戸
M
o
n
s
ie
u
r
 A
.
 Go
t
o
 
Nagoy
a
.
~ 
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B
'
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r
o
Hiro 
r
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H
a
r
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明
治
一
五
年
八
月
二
＿
日
（封
ノ
ミ
）
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